
金
滞
古
蹴
志
巻
十
二

ふ
る
に
、
共
の
さ
き
石
浦
長
谷
観
音
と
て
、
往
昔
よ
り
石
浦
村
に
安

置
せ
し
を
‘
兵
火
の
鋳
に
堂
宇
焼
失
後
、
此
の
働
像
を
か
り
ゆ
き
、

出
羽
町
の
愛
宕
祉
に
安
置
せ
し
を
.
慶
長
六
年
七
月
愛
宕
駐
移
時
の

時
、
観
音
も
共
に
卯
辰
山
へ
移
し
、
彼
の
山
に
於
て
ま
た
愛
宕
祉
に

安
置
せ
し
を
‘
別
賞
明
王
院
二
代
住
職
退
院
の
時
、
今
の
観
音
山
の

地
に
隠
室
を
治
管
心
、
彼
の
石
浦
観
音
を
持
ち
来
り
‘
観
音
堂
を
建

立
し
、
際
室
を
ぽ
観
音
院
と
践
し
一
寺
と
は
註
し
た
り
。
故
に
此
の

時
よ
り
愛
宕
山
・
観
音
山
繭
山
に
成
り
た
り
と
、
三
登
記
に
い
へ
り
。

そ
れ
に
石
浦
七
ク
村
の
氏
子
よ
り
彼
是
訴
訟
に
及
び
た
る
も
の
也
。

則
ち
観
骨
院
に
停
来
す
る
奥
村
伊
強
守
の
書
簡
に
、
卯
辰
山
長
谷
観

音
之
儀
に
付
、
石
浦
百
姓
と
観
音
院
と
出
入
有
v
之
、
就
v
其
富
山
様
よ

り
如
v
此
被
v
成
品
御
書
-
候
。
彼
石
浦
へ
も
此
御
番
御
見
せ
可
v
然
。
と
あ

り
て
、
丸
月
十
日
の
日
付
也
。
按
宇
る
に
、
富
山
様
と
は
利
長
卿
の

御
率
に
て
、
慶
長
十
一
年
の
頃
は
越
中
富
山
に
在
披
し
給
へ
り
。
共

の
御
書
は
停
来
せ
宇
と
い
へ
ど
も
、
石
浦
慈
光
院
の
停
設
に
て
は
‘

此
の
時
利
長
卿
の
御
裁
判
に
て
、
観
音
の
像
を
ぽ
石
浦
へ
取
返
し
、

卯
辰
槻
骨
院
に
は
新
民
俳
像
を
治
立
す
。
故
に
石
捕
の
・
像
は
古
仰
に

て
、
卯
辰
の
像
は
新
作
た
り
し
と
い
へ
り
。
さ
て
布
石
浦
長
谷
観
音

又
改
作
所
奮
記
に
戟
せ
た
る
由
来
書
あ
り
。

寺
屋
敷
御
改
之
由
に
付
、
寄
付
を
以
申
上
候
。

石
油
長
谷
観
音
堂
者
、
養
老
年
中
松
浦
氏
子
孫
草
創
に
而
‘
大
和
・

鎌
倉
・
石
浦
日
本
三
長
谷
と
申
僻
。
石
浦
庄
内
上
石
浦
村
・
下
石
浦

村
・
保
嶋
村
・
笠
録
村
・
木

J

新
保
村
・
今
市
村
・
し
め
の
村
七
村
之
住
人

民
紳
と
仰
ぎ
‘
綾
地
に
在
住
之
人
至
v
子
v
今
参
鵠
候
。
然
に
先
年
故
安

易
殿
下
屋
敷
之
内
に
打
込
御
請
取
候
。
然
共
往
古
よ
り
在
来
候
堂
之

由
に
而
、
共
催
被
v
箆
v
置
候
。
寛
永
年
中
に
再
興
仕
候
刻
、
安
易
殿
へ

御
断
申
上
候
へ
ば
、
可
vap如
a
前
全
国
日
被
v仰
、
遁
轡
い
た
し
罷
在
申

候
。
以
上
。

長

谷

山
慈

寛
文
十
一
年
四
月
廿
λ
日

御

奉

行

所

御
専
に
付
申
上
候
。

安
易
殿
下
屋
敷
之
内
長
谷
観
音
慈
光
院
屋
敷
、
先
規
は
石
浦
村
領
之

内
に
而
御
座
候
。
然
所
に
石
浦
村
領
、
先
年
安
房
殿
下
屋
敷
に
相
渡

り
候
刻
、
右
之
宮
屋
敷
安
易
殿
下
屋
敷
之
内
陀
打
込
相
渡
り
候
に
付

て
、
百
姓
共
か
ま
ひ
不
v
申
候
事
。
‘

光

院

金
滞
古
蹟
志
巻
十
二

O 

は
、
石
浦
祉
の
本
地
働
・
な
り
し
か
ど
、
明
治
元
年
紳
働
混
稀
御
陵
止

に
付
き
.
別
賞
慈
光
院
住
職
借
盛
雅
、
同
年
十
二
月
よ
旬
復
飾
の
事

を
願
出
し
、
同
月
十
二
日
許
可
相
成
り
、
長
谷
山
慈
光
院
の
鋭
を
慶

し
‘
.
山
競
に
擦
っ
て
長
谷
勝
治
と
改
稿
し
、
従
前
傘
崇
し
来
れ
る
本

掌
長
谷
観
普
及
び
前
立
観
昔
、
そ
の
外
悌
像
・
悌
器
類
を
悉
〈
取
除

け
、
観
音
堂
を
滑
滞
に
改
め
て
仮
に
一
柳
殿
と
た
し
た
り
。
さ
て
本
地

長
谷
観
音
は
奮
藩
枇
寺
方
の
指
闘
に
依
り
て
、
翌
二
年
三
月
小
立
野

寅
憧
寺
へ
移
し
け
る
が
、
、
寅
憧
寺
は
百
姓
町
に
縛
地
し
て
、
子
炉
今
安

置
し
、
前
立
観
音
は
大
衆
寺
坂
下
の
長
谷
院
へ
移
し
た
り
。

。
石
浦
山
長
谷
寺
鹿
跡

石
浦
長
谷
観
音
の
別
賞
所
に
て
、
民
言
宗
也
。
昔
は
石
浦
山
長
谷
寺
‘

後
に
長
谷
山
慈
光
院
と
鋭
す
。
事
保
十
二
年
心
蓮
惑
沙
門
月
海
が
撰
.

越
せ
し
石
浦
山
長
谷
寺
縁
起
一
巻
今
枇
磁
た
り
。
そ
の
紀
中
に
去

ふ
。
行
基
大
徳
取
a
大
和
長
谷
観
音
鍵
木
除
材
刊
一
刻
昌
十
『
面
傘
像
吋
而

自
粛
昌
一
持
於
加
州
石
浦
之
町
撰
=
勝
直
-
掛
川
昌
発
宮
云
々
。
住
持
寺
借
守
=
清

規
↓
而
臨
事
法
式
方
股
重
也
。
と
叉
云
ふ
。
予
』
時
係
昌
天
五
之
兵
火
吋

而
諜
焼
亡
。
惜
乎
.
総
問
介
・
本
寧
-
逃
昌
子
山
中
吋
兵
鹿
漸
定
一
式

ht
民
間

氏
子
皆
驚
謝
。
念
迎
a
諦
本
隼
↓
各
蹴
ν
力
再
再
建
本
堂
及
一
院
-
云
々
と
。

右
宮
屋
敷
先
年
之
様
子
、
百
姓
に
相
帯
如
v
此
書
付
上
申
候
。
以
上
。

寛

文

十

一

年

五

月

廿

二

日

間

井

村

菩

兵

衛

御
改
作
御
奉
行

按
宇
る
に
、
長
谷
観
音
堂
再
興
の
時
、
民
営
倫
先
週
を
諦
じ
て
別
賞

と
・
注
し
‘
別
賞
所
を
奮
続
に
披
り
て
、
石
浦
山
長
谷
寺
と
稀
す
。
事

保
の
新
縁
起
に
、
共
後
取
=
慈
雲
放
光
ニ
瑞
吋
一
時
名
v
寺
鋭
a
慈
光
院
↓
と

あ
り
て
、
是
よ
り
長
谷
山
慈
光
院
と
改
稀
す
。
但
し
共
の
年
月
は
詳

た
ら
宇
。
今
備
考
ふ
る
に
、
寛
永
八
年
別
賞
弘
週
が
困
窮
せ
し
む
る

氏
子
地
聞
に
.
石
浦
山
長
谷
寺
或
は
石
浦
郷
石
浦
村
長
谷
寺
敷
地
云

々
た
ど
載
せ
た
れ
ば
、
寛
永
の
頃
は
長
谷
寺
と
呼
ぺ
り
。
然
る
に
正

保
二
年
間
五
月
・
陽
府
公
法
曾
菰
経
布
施
米
配
分
の
事
に
付
き
、
執

政
本
多
安
房
守
等
連
署
欣
に
、
提
言
宗
金
津
慈
光
院
と
あ
り
。
さ
れ

ば
慈
光
院
と
改
稿
せ
し
は
寛
永
の
末
比
た
ら
ん
か
。
是
よ
り
二
百
三

十
許
年
、
世
々
別
賞
所
程
り
し
か
ど
‘
明
治
元
年
十
二
月
紳
働
混
瀦

御
陵
止
に
付
き
、
住
職
備
盛
雅
復
飾
し
て
紳
職
と
成
り
、
長
谷
山
慈

光
院
の
寺
鋭
を
厳
し
、
後
客
殿
・
庫
裏
を
破
却
せ
し
め
け
り
。

。
石
浦
砦
跡

加
府
事
迩
賃
銭
に
一
式
ふ
。
石
浦
砦
は
、
今
慈
光
院
の
地
建
也
と
。
三




